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要た位置を占めるかを少しでも読者に訴えることが出

来れば幸甚かと思う次第である.

秋吉台の成因論的構造地質学の研究は日本列島創生紀

の解明の一端にもったがるものだけに今後共その研究

は地味だがら精細に行なわれるであろう.……｢唯一

つの真理を求めて｣…･

この筆を執るに当り秋吉台科学博物館の太田正道氏の

ご芳1音により資料を提供していただいたことをここに

深謝する次第である.(筆者は大阪出張所)
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3.マドリｰド(スペイン)

4.TheOrgaコユizingCo工nm.,SecciondeGeo1oまa,Ciudad

Uniマ.,Madrid,SPain

･日本海洋学会

1.昭和47年4月4目(火)～4月9目(目)

2.研究発表ならびに総会

3.立正佼成会普門館ならびに大聖ホｰル

近.日本海洋学会

5.東京都中野区南台1-15-1

東京大学海洋研究所内目本海洋学会

留(03)376-1251

し

日本分光学会

1.昭和47年5月19目(金)～20目(土)

2.昭和47年度目本分光学会通常総会

3.国立教育会館(東京都千代田区霞が関3-2留(03)582-

1251(代))

4.日本分光学会

5､東京都新宿区百人町3-22-17東京教育大学光学研究所内

目本分光学会留(03)362-7881

･日本地質学会

1.昭和47年4月4目(火)～9目(目)

2.日本地質学会第79年総会ならびに年会

3.千葉大学教養部(千葉市弥生町1-33)

4.日本地質学会

5.東京都文京区本郷7-3

東京大学理学部地質学教室内

目本地質学会事務局留(03)814→549

･日米鉱業大会

1､昭和47年5月24目(水)～5月27目(土)

2.日本鉱業会およびアメリカ鉱山冶金石油技術学会との合同

学術大会

3.東京プリンスホテル

4.日本鉱業会

5.東京都中央区銀座8の5日本鉱業会館

目本鉱業会魯(03)572-5091

〔注〕1.開催年月2.会合名3.会場4.主催者

5.連絡先(掲載順位は原稿到着順)�


